第十四課実感

単語
次第に　

　　　　逐渐的，慢慢的

        次第： 由---决定，一---就---，顺序

興奮
        兴奋，激动，发火
　　　　超越精神活动的某一限度

性格

　　　　性格

        人，事物特有的性质，倾向

贅沢

奢侈，奢望

贅沢品： 奢侈品，高价品

贅沢病： 富贵病
湧く

　　　　涌现，涌出

        感情，思维，意思的迸发，打起精神等

振る

        挥，摇，注，甩

        振り仮名： 注假名

        彼に振られた： 被他甩了

语法
１、加減　接尾词
        接在表示形态，状态的名词，动词连用形，接尾词さ后表示程度

　　この饅頭のアルカリ加減はちょうといい。

　　壁の色加減は少し濃い。

　　いい加減にしなさい。

２、手にする　惯用语
        表示拿在手里，获得，得到

    あの馬鹿にやつは札束を手にしてひけらかしている。

　　何年前からほしかったパソコンをやっと手にした。

　　重たいから手にしたのをすこしかわって。

3、 どうのこうの　副词
        表示这呀那呀，说长道短

    どうのこうの言わんで、速くせよ。

　　彼はどうのこうのと夫婦間のトラブルをぶつぶつしている。

　　どうのこうのいつも口にするものじゃない。

4、 道理で　副词
        表示怪不得，无怪乎

    彼女は語学修士だよ。道理で授業がうまい。

　　彼は何年前から好きになった子を手にした。道理で歩くのもダンスみたい。

　　私作ったよ。道理でこんなにおいしい。

5、 よりましだ　文型

　　　　接名词，用言中止形后表示总比---好

    いやなのが分かるから、食べないよりましだ。

　　そろそろ日本へ行くから、少しぐらい日本語を勉強しなさい。しないよりましだ。

　　できるかどうかは分からないが、言わないよりましだ。

6、 ばかにならない　文型

　　　　表示不可轻视，不可小看

    この薬の副作用もばかにならないから、気をつけるほうがいい。

　　マイクロ波による人間への損害もばかにならない。

　　ロボットは機械だから、その力もばかにならない。

7、 わけにはいかない　文型

　　　　接用言连体形后。表示不能---，不可以---

    免許がないから車を乗るわけには行かない。

　　学生だから勉強しないわけにはいかない。

　　明日は早いから、５時に起きないわけにはいかない。

8、 と比べ物にならない　文型

　　　　接名词后。表示无法相比

    日本の国土は中国と比べ物にならないほど狭い。

　　鈴木さんの料理の腕は鵜飼さんと比べ物にならない。

　　合肥は上海と比べ物にならない。

9、 なにも---ない　文型
        表示并不---，不必---，不特别---

    何も要らん。気を遣わなくてもいい。

　　聞くだけいい。何も話す必要がない。

　　点滴を受けたから、なにもたべなくていい。

１０、ということだ　文型

　　　　接名词，用言中止形后。表示是---的意思

    どうして食べないか。最近胃の手術したばかりということだ。

　　携帯を持てないね。どこへ行ってもすぐ捕まえるということだ。

　　中学生の中で流行っているVVGは非常にいいということだ。

本文
外国旅行だけでなく、国内旅行にも、飛行機を利用する人が多くなった。たしかに飛行機は速い。地球の反対側の国までも、半日ぐらいで飛ぶことができる。しかし、飛行機の旅行は、空港から空に上がり、空から空港へ下がりたような感じで、長い距離を移動したという実感があまりない。新幹線のような速い電車で行く場合もこれに似ている。沿線の景色をゆっくりながめながら、次第に目的地に近づいていく興奮を感じるということが少ない。旅の苦労も減ったが、旅の実感も薄くなった。

　料理も高速化している。昔は火加減を見ながら、長い時間をかけて煮込んだ料理も、現在の電子レンジならわずか数分でできてしまう。何度もなべのふたを取って味見をしたり、台所から流れてくるうまそうなにおいにわくわくしたりする暇がない。

高速化だけでなく、安全や能率の追求も実感の減少につながる。銀行振り込みやクレジット·カードなどが普及した結果、現金を手にすることが少なくなった。月給日に月給袋を受け取って、一か月間汗を流して働いた苦労を忘れる。あるいは、ボーナスの出た日、いつもより厚い封筒をしっかりと握って家へ急ぐ――そうした風景があまり見られなくなった。
   世の中はますます高速化し、安全を求め、能率を高めていく。生活が変化すると同時に感動の性格も変わるのは当然であろうが、やはり失われていく「実感」がなつかしい。
 会話
(同僚が会社で話している。Aは女性、Bは男性。Bは出張から帰って出勤したところ。)

A　あら、竹井さん、おかえりなさい。
B　留守中はどうもお世話さまでした。
A　いえ、お疲れさまでした。
B　いやあ、たいした仕事はしなかったんですが。
A　でも、海外出張ですもの、移動だけでもたいへんだったでしょう。
B　ええ、まあ、飛行機の乗りつぎってめんどうですからね。
A　やっと日本へ帰ってきて、長い旅行だったなあって感じていらっしゃるでしょ。
B　いえ、それがどうも変なんですよ。
A　え。
B　なんだか空港から空へ上がって、また空港へ下ったって感じで。
A　へえ。
B　長い距離を移動したって実感があまりないんですよ。
A　そうですか。でも、飛行機の窓から外が見えたでしょう。
B　ぼくの席は窓ぎわじゃなかったし、たまに外が見えても空の雲ばかり。
A　ああ、そうかも知れませんね。
B　それに、空港なんて、どこの空港も似たようなもんでしょう。
A　そうですね。地下鉄なんかも、駅の名前を読まないと、ほかの駅と区別
　 がつきませんもの。
B　ま、ぜいたくな不満でしょうね。高速化のおかげでこんなに早く帰れた
　 のに、実感がどうのこうのって言うのは。
A　それはそうですけど、あまり速くなると、旅行の感激は減るかも知れませんね。

　　　　　 
（母と息子。息子はこの四月に就職。はじめての月給日。）
息子　ただいま。
母　　おかえりなさい。
息子　はい、これ。
母　　これ?
息子　ぼくの初月給。
母　　そうそう、きょうははじめての月給日ね。さっそく神棚に供えましょう。
息子　それほどのものじゃないけどね。
母　　そんなことありません。つとむの一か月の汗と涙の結晶ですもの。
息子　でもね、その封筒にはお金は入ってないよ。明細書だけだよ。
母　　道理で軽いと思ったわ。
息子　銀行振り込みだから。現金は渡さないの。
母　　なんだか実感がわかないわね。
息子　仕方がないよ。帰りの電車の中ですられたりするよりましだよ。
母　　そうね。このほうが安全ね。
息子　それに、一枚抜いてないかなんて、数えてみる手数もいらないし。
母　　ほんと。

